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また，第4常「指定文におけるゆらぎjでは."[f YOu want human beings， it is that 1 am." (く"If




第10章 iWH疑問文における指定関係jでは."What did YOu do. rob a bank?" /“愉atwas the truth? 
That he loved her?"のように，先行するWH疑問文(QI)と後続の疑問文(02)からなる特殊WH疑問文を
分析している。論者によれば.このような特殊WH疑問文はQIに去された変項に対して.ある値(Qz)を指
定することが適切であるかどうかを問う文であり.一般のWIT疑問文の場合と同械に指定文と与えること
ができるという。一つの文が情報要求とともに情報提供も巣たしていることに法目して，論者はこのよう
なWH疑問文の役割は特異的であり，その特異性からアイロニー・当てこすり・非難といった含意が派生
的に生み出されると主張する。注意深い観察に支えられたこの主張は説得的である。
終章「指定文と談話文法」では，第1章，第3章，第4草，第5草などで部分的になされた談話レベル
の指定関係の分析を踏まえて.文を越えたレベル(=談話レベル)の指定関係をさらに考娯している。分
析の対象は，異なる三つのタイプの指定文が連結されたときの意味的関係および情報構造，づっの指定文
が連結されたときの文構造などである。機能主義文法の立場に立つ論者が談話レベルに目配りするのは当
然とは言え.この幸は論者の姿勢の確かさと研究者として恵まれた資質をとくに強く!惑じさせる。
詳しく述べる余裕はないか，ほかの章もそれぞれに精織であり.入念である。序章が読む者に強い緊張
と忍耐を強いること.指定文という見方にとらわれすぎたかに思われる簡所があること，長大な用例を提
示して説む者を昨易させることがあることなども.上にたBべた資質と結びつけて理解すべきであろう。令
体として，本論文は，指定文に関する知的蓄積をよく整理継示しながら研究を着実に一歩進め，敬遠され
がちな領域の魅力と広さを十分に不したものとして高く評価することができる。
以上の所見により，本論文は大阪市立大学博寸-:(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。
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